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第 40回東北地区私立幼稚園教員研修大会八戸大会について 

 
１．主  催  （一財）私学研修福祉会 
        （一社）全日本私立幼稚園連合会 
        （一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 
 
２．共  催   八戸市、八戸市教育委員会 
 
３．日程内容 
  令和８年９月４日（金） 開会行事及び記念シンポジウム（八戸グランドホテル） 
 
  令和８年９月５日（土） 公開保育・施設見学と各分科会（八戸市中心街等） 
 

 内 容 場 所 
第１分科会 ポスター発表 八戸ポータルミュージアム 
第２分科会 こどもと砂場 マチニワ 

第３分科会 こどもと言葉 
八戸ブックセンター 
エスタシオン 

第４分科会 デジタル時代の幼児教育 八戸市美術館 
第５分科会 模写から考えるこどもの造形活動 八戸市美術館 

第６分科会 ○△□ 創作の原点 南部会館 

第７分科会 
こども支援センター見学と 
特別支援教育の実践 

八戸ポータルミュージアム 

第８分科会 ＥＣＥＱ （イーセック）公開保育 認定こども園 
こもれびのもり幼稚園 

   ※ＥＣＥＱ (イーセック)・・・公開保育を活用した幼児教育の質向上システム 
 
４．対  象 東北地区の全日本私立幼稚園連合会会員 ６６５人(7 月 31 日現在) 
 
５．八戸市教育委員会 参加分科会 
  第１分科会 ポスター発表 
   ・ 『幼保小の架け橋プログラム』 教育指導課 主任指導主事     岩城淳史 
   ・『海洋ＳＴＥＡＭ教育』    教育指導課 副参事兼主任主導主事 古舘直樹 
  第７分科会 八戸市こども支援センターの施設見学 
 
６．そ の 他 

中心街で開催する第１分科会から第６分科会及び第７分科会の俊文書道会の皆様に
よる書道のパフォーマンスについては、一般の方も見学可能。 



























































 
 
 

「青少年のための科学の祭典 2026」第 30回記念八戸大会 
開催報告について 

 
平成８年度から継続開催し、今年で 30 回の節目となる「青少年のための科学の祭典 2026」

第 30 回記念八戸大会を開催しましたので、報告いたします。 
 

１ 事 業 名   「青少年のための科学の祭典 2026」第 30 回記念八戸大会 
主催  「青少年のための科学の祭典2026」 

第30回記念八戸大会実行委員会 
                   公益財団法人日本科学技術振興財団 

八戸市、八戸市教育委員会 
          後援  青森県教育委員会、八戸工業大学、八戸学院大学 

他  全 15 機関・団体 
 
２ ね ら い   多くの青少年に、科学のおもしろさや不思議さを体験してもらい、科

学に対する興味・関心を高める。 
 
３ 開催日時   ８月 ８日（土） 9:45 ～ 16:00 

８月 ９日（日） 9:00 ～ 15:00 
 
４ 開催内容   展示ブース及びワークショップ 全 56 を開設 
 

５ 来場者数   延べ 1,504 人 （令和７年度  1,322 人） 182 人増 
８月 ８日（土） 566（593）人〔こども 290（317）人、大人 276（276）人〕 
８月 ９日（日） 938（729）人〔こども 481（380）人、大人 457（349）人〕 

 
                          8/6（木） 8/8（土）   8/9（日） 
６ スタッフ数   延べ 528人    演示講師         120人    122人 

学生補助         55人    55人 
                   ボランティア   34人   49人    52人 

実行委員等           21人    20人 
 
７ アンケートから 
 ・子どもも親も楽しめた。無料で体験できるのがよい。 
 ・とても楽しい祭典なので、長く続けてほしい。来年も来たいと思った。 
 ・内容が深いものや気軽に出来るものなどブースが充実していて楽しめた。  
・難しい内容と思っていたが、中高生のボランティアが熱心に教えてくれて楽しめた。 
・昨年より親子で体験できるブースがありよかった。 
・車を止めることができなかった。混雑して体験できなかったブースがあった。 
・会場がわかりにくかった。       等 
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